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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 21日 (2006.7.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 医 療 用 電 極 （ １ ） と 、 ケ ー ブ ル （ ２ ） と 、 前 記 ケ ー ブ ル （ ２ ） に 前 記 電 極 （ １ ） を
固 定 す る た め の 弾 力 性 の あ る ス ナ ッ プ 式 の 固 定 手 段 （ ３ ， ４ ） と を 備 え る 組 立 体 に お い て
、 前 記 固 定 手 段 （ ３ ， ４ ） が 雄 部 材 （ ３ ） 及 び 雌 部 材 （ ４ ） を 備 え 、 前 記 雌 部 材 （ ４ ） が
前 記 雄 部 材 （ ３ ） を 取 り 囲 む た め の 空 洞 （ ８ ） を 有 し 、 前 記 雄 部 材 （ ３ ） が 穴 （ ５ ） を 有
し て お り 且 つ 前 記 雌 部 材 （ ４ ） が 突 出 部 （ ９ ） を 有 し 、 該 突 出 部 （ ９ ） が 前 記 穴 （ ５ ） に
収 容 さ れ る よ う に 形 造 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 雄 部 材 （ ３ ） は 電 極 （ １ ） に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 雌 部 材 （ ４ ） は 前 記 ケ ー ブ ル （
２ ） に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 雄 部 材 （ ３ ） は 、 前 記 雌 部 材 （ ４ ） に 面 し て い る 側 に 配 置 さ れ て お り 且 つ 実 質 的 に
円 錐 台 形 状 の 第 一 部 分 （ ６ ） を 備 え て お り 、 該 第 一 部 分 （ ６ ） は 、 該 第 一 部 分 （ ６ ） と は
逆 向 き の 実 質 的 に 円 錐 台 形 状 の 第 二 部 分 （ ７ ） の 上 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 雄 部 材 （ ３ ） の 主 垂 直 軸 に 対 し て 、 前 記 第 一 部 分 （ ６ ） の 側 壁 が な す 角 度 は 、 前 記
第 二 部 分 （ ７ ） の 側 壁 が な す 角 度 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 一 部 分 （ ６ ） の 側 壁 が な す 角 度 は ５ ° か ら １ ５ ° の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 二 部 分 （
７ ） の 側 壁 が な す 角 度 は ３ ０ ° か ら ５ ０ ° の 範 囲 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載
の 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 一 部 分 （ ６ ） の 側 壁 が な す 角 度 は 概 ね ８ ° に 等 し く 且 つ 前 記 第 二 部 分 （ ７ ） の 側
壁 が な す 角 度 は 概 ね ４ ０ ° に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 さ れ て い る 雄 部 材 （ ３ ） を 備 え て い る 生 体



医 療 用 電 極 （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 さ れ て い る 雌 部 材 （ ４ ） を 備 え て い る ケ ー
ブ ル （ ２ ） 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 生 体 医 療 用 電 極 固 定 装 置
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 医 療 用 電 極 を 固 定 す る た め の 装 置 に 関 す る 。 よ り 正 確 に は 、 本 発 明 は 、
弾 力 性 の あ る ス ナ ッ プ 式 の 固 定 手 段 を 含 む 生 体 医 療 用 電 極 を 固 定 す る た め の 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 US　 ３ ８ ８ ２ ８ ５ ３ 、 US　 ４ ６ ６ ０ ５ ６ ２ 、 Ｃ Ｈ 　 ６ ６ ８ ６ ９ ０ 、 US　 ６ ２ ７ ６ ０ ５ ４
、 Ｆ Ｒ 　 １ ３ １ ４ ２ ０ １ 、 及 び Ｗ O　 ０ １ /１ ７ ４ ２ ３ の 特 許 文 献 は 、 一 回 の み 使 用 さ れ る
電 極 の た め の 固 定 装 置 を 開 示 し て い る 。 通 常 は 、 電 極 は 、 人 間 の 皮 膚 に 電 極 を 固 定 す る た
め に 意 図 さ れ て い る 粘 着 性 の 面 と 、 伝 導 性 の 雄 部 材 を 備 え る 面 と を 含 ん で い る 平 面 形 状 の
フ レ キ シ ブ ル な 部 材 （ す な わ ち 可 撓 性 部 材 ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 々 の 電 極 は 、 前 述 の
雄 部 材 を 収 容 す る こ と を 意 図 さ れ て い る 雌 部 材 を そ の 端 部 の 一 方 に 備 え る ケ ー ブ ル に 結 合
さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 特 に 、 電 極 と ケ ー ブ ル の 間 に お け る よ り 一 層 の 機 械 的 強 さ 及 び よ り 一
層 の 伝 導 性 を 得 ら れ る よ う に 、 雄 部 材 と 雌 部 材 の 間 の 結 合 を 改 善 す る こ と と 、 ま た 、 そ れ
ら を 一 緒 に 固 定 す る 際 に 雄 部 材 上 に 雌 部 材 を 簡 単 に 位 置 決 め で き る よ う に す る こ と で あ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 医 療 用 電 極 と 、 ケ ー ブ ル と 、 上 記 ケ ー ブ ル に 上 記 電 極 を 固 定 す る こ と を
意 図 し て い る 弾 力 性 の あ る ス ナ ッ プ 式 の 固 定 手 段 と を 備 え て い る 組 立 体 に 関 し て お り 、 上
記 固 定 手 段 は 、 雄 部 材 が 穴 を 有 し て お り 、 雌 部 材 が 突 出 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る
雄 部 材 及 び 雌 部 材 を 備 え て お り 、 後 者 は 二 つ の 部 材 を 一 緒 に 固 定 す る 際 に 上 記 穴 の 中 に 収
容 さ れ る よ う に 形 造 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 雄 部 材 は 電 極 上 に 配 置 さ れ 、 雌 部 材 は ケ ー ブ ル の
一 端 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 つ の 変 形 形 態 に よ れ ば 、 固 定 装 置 は 先 に 開 示 さ れ て い る 先 行 技 術 の そ れ に 同 じ で あ る
。 し か し な が ら 、 そ れ は 、 雄 部 材 が そ の 上 部 面 に 穴 を 含 ん で お り 、 且 つ 、 雌 部 材 が そ の 空
洞 内 に 、 二 つ の 部 材 が 一 度 一 緒 に 固 定 さ れ た な ら ば 、 雄 部 材 の 穴 の 中 に 収 容 さ れ る こ と が
意 図 さ れ て い る 突 出 部 を 含 ん で い る と い う 点 で 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 二 つ の 部 材 を よ り 簡 単 に 固 定 す る た め に 、 し か し ま た 、 一 度 そ れ ら が 固 定 さ れ た な ら ば
そ れ ら を 同 じ 場 所 に 保 つ た め に 、 雄 部 材 が 、 雌 部 材 に 面 す る 側 に 配 置 さ れ て お り 且 つ 実 質
上 円 錐 台 形 状 の 第 一 部 分 を 備 え て お り 、 そ の 第 一 部 分 は 、 第 一 部 分 と は 逆 で あ る と こ ろ の
実 質 上 円 錐 台 形 状 の 第 二 部 分 の 上 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 固 定 装 置 を 選 定 す る
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こ と が 好 ま し い 。 雄 部 材 の 主 垂 直 軸 に 対 し て 、 第 一 部 分 の 側 壁 が な す 角 度 は 、 第 二 部 分 の
側 壁 が な す 角 度 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 発 明 の 変 形 形 態 に よ れ ば 、 第 一 部 分 の 側 壁 が な す 角 度 は 、 ５ ° か ら １ ５ ° の 範 囲 に あ り
、 第 二 部 分 の 側 壁 が な す 角 度 は 、 ３ ０ ° か ら ５ ０ ° の 範 囲 に あ る 。
　 一 つ の 特 別 に 有 利 な 形 状 は 、 第 一 部 分 の 側 壁 が な す 角 度 が 概 ね ８ ° に 等 し く 且 つ 第 二 部
分 の 側 壁 が な す 角 度 が 概 ね ４ ０ ° に 等 し い と き に 得 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 ま た 、 上 述 し た 電 極 と 、 上 述 し た 雌 プ ラ グ を 備 え る ケ ー ブ ル と に 関 す る 。
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 が 、 以 下 の 図 面 に よ っ て 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ を み る と 、 平 坦 形 状 の フ レ キ シ ブ ル な 電 極 １ は 、 そ の 上 側 表 面 に 雄 部 材 ３ を 備 え て
い る 。 後 者 （ 同 様 に 図 ２ 参 照 ） は 、 主 に 、 円 錐 台 形 状 の 第 一 部 分 ６ と 同 じ く 円 錐 台 形 状 で
あ る が 第 一 部 分 と は 逆 向 き の 第 二 部 分 ７ と か ら な っ て い る 。 穴 ５ が 雄 部 材 の 上 側 表 面 に 配
置 さ れ て い る 。
　 雌 部 材 ４ は 雄 部 材 ３ を 取 り 囲 む こ と を 意 図 さ れ た 空 洞 ８ を 備 え て い る 。
　 空 洞 ８ の 内 側 は 、 好 ま し く は 、 伝 導 性 の 材 料 で 作 ら れ て い る 、 ピ ン ９ を 含 ん で い る 。
　 一 度 二 つ の 部 材 が と も に 固 定 さ れ る と （ 図 ３ 参 照 ） 、 ピ ン ９ は 雄 部 材 ３ の 穴 ５ の 壁 と 密
接 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ を 見 る と 、 垂 直 線 と 雄 部 材 ３ の 上 部 部 分 ６ の 側 壁 と の 間 に 規 定 さ れ る 角 度 α は 、 垂
直 線 と 雄 部 材 ３ の 下 側 部 分 の 側 壁 と の 間 に 規 定 さ れ る 角 度 β よ り も 小 さ い 。
　 角 度 α が 概 ね ８ ° に 等 し く 且 つ 角 度 β が 概 ね ４ ０ ° に 等 し い と い う こ と が 、 効 果 的 な 保
持 力 と 同 時 に 簡 単 な 固 定 を 提 供 す る た め に 、 ち ょ う ど よ い 妥 協 点 を 構 成 し て い る 、 と い う
こ と が 見 出 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 い う ま で も な く 、 本 発 明 は 電 極 の 一 つ の 特 別 な 形 状 に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 同 様 に
、 種 々 の 部 材 の 材 料 及 び 幾 何 図 形 的 配 置 の 選 択 は 、 そ れ ゆ え に 、 上 記 で 議 論 さ れ た 例 で 説
明 さ れ た と こ ろ の も の に 限 定 さ れ な い 。
　 さ ら に ま た 、 発 明 は 一 つ の 特 別 な 使 用 分 野 に 限 定 さ れ な い 。 好 ま し く は 、 そ れ は 筋 肉 の
電 気 的 刺 激 の 分 野 を ね ら っ て お り 、 し か し そ れ は ま た 、 他 の 場 合 は 、 例 え ば 、 心 電 図 を 作
る た め に 応 用 さ れ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 電 極 、 ケ ー ブ ル 及 び 固 定 手 段 を 備 え る 組 立 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 互 い に 分 離 し た 状 態 の 雄 部 材 及 び 雌 部 材 の 横 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 互 い に 固 定 さ れ た 状 態 の 雄 部 材 及 び 雌 部 材 の 横 断 面 図 を 示 し て い る 。
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